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千葉県看護連盟　会長
寺口 惠子

　暑中お見舞い申し上げます。
　この度、７月４日千葉県看護連盟通常総会において皆様にご承認いただき、会長に就任いた
しました。前会長藤澤里子様の足跡を汚さないよう努力してまいりますので、引き続き看護連
盟の事業活動に御支援・御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　さて、国は2040年を見据え、全世代対応型の持続可能な社会保障を構築するため、社会保
障制度改革を加速させています。少子超高齢社会にあって、あらゆる場で看護が必要とされ、
今まさに看護職の活躍が求められています。
　また、医療現場での医療従事者の「働き方改革」が課題となっており、タスクシフト／シェアを
推進するため、看護職員の業務内容や多職種との関係性が大きく変化しつつあり、専門職の
パートナーシップのもとで専門性を発揮していくことが求められています。

　医療・看護ニーズの増加、多様化、複雑化に応えていくため、これまで以上に看護職員の量的確保に加え、看護職員
一人ひとりの資質の向上と就業継続を図る施策に注力しなければなりません。2023年10月26日に「看護師等の確保
を促進するための措置に関する基本的な指針」（以下基本指針）が約30年ぶりに改訂され、看護職が国民の健康と生活
を支えるために専門職として一層活躍できるよう、その養成、処遇の改善 、資質の向上 、就業の促進等を進めるための
施策が示されました。看護職が資質を高めるとともに専門性の高さに見合った処遇の下、多様な領域で就業を継続で
きるよう取り組むため、看護職が一丸となってこの基本指針を活用していく必要があります。　看護職が役割を果たし、
誇りを持って活躍できる環境整備は不可欠です。そのためには、教育、臨床、地域等の現場での改善・改革に向けた努
力の積み重ねが必要であることは当然ですが、政策を決定する国会や地方議会の場で看護の声や意見を代弁すること
ができる人材を送り出すことが重要です。　政治の力は、行政の迅速な対応を促します。「現場の声」を届ける私たち組
織の声こそが、政治を動かす原動力となります。看護連盟と看護協会が連携し、政治力を遺憾なく発揮することが重要
になります。緊密に意思疎通を図り、看護政策の実現のため、ともに力を合わせ進んでまいりましょう。　

写真提供　京成バラ園芸株式会社
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　千葉県看護連盟の皆様、日頃より多大なるご支援を賜り誠にありがとうございます。

　厚生労働委員会で「育児介護休業法」に関する質問に立ちました。医療の現場は24

時間稼働し続けるため、特に、ひとり親世帯や単身赴任世帯では深夜に子どもだけが

家に残る場合もみられます。深夜残業の制限を未就学児だけでなく小学校就学後も継

続できる措置等の政策を求めました。また、夜勤交代制勤務については時差による身

体の負担の課題もあります。交代制勤務のあり方を抜本的に見直すための研究・検討

を進めることを求め、厚生労働省から「進める」との回答を得ました。

　引き続き、現場の声を受け止め、看護職が「今日も良い看護ができた」と実感できる

環境づくりのために尽力してまいります。

石田 まさひろ
参議院議員

　千葉県看護連盟の皆さまこんにちは！

　先の国会において、参議院では厚生労働委員会委員、党ではデジタル社会推進本部
こども・子育てDXPT事務局長、政治刷新本部政治資金規正法改正WGなど重要な役
割を頂きました。看護師、弁護士、女性、若手、子育て世代等、多様な側面を活かし、意
見を述べていきたいと思います。
　夜勤の人員確保は喫緊の課題です。訪問看護や看多機をはじめ、看護職の役割を期
待されつつ、制度上の課題に直面しているものもあります。ハラスメントの問題も継続
した課題ですが、訪問看護の防犯対策について進展もありました。
　引き続き、看護職を取り巻く課題の解決に向けて取り組みます。皆さまのご支援を
よろしくお願い致します。

友納 りお
参議院議員

日本看護連盟
会長

髙原 静子

　コロナ禍における看護職の献身的な活動が国民に認識され、看護職の処遇改善に
追い風が吹くことになりました。
　そして、2023年には「看護師等の確保を促進するための措置に関する基本的な指
針」が改定され、量的確保と資質の向上を図りながら、これからの看護職の確保を推進
するための方向性が示されました。さらに、2024年の診療報酬改定では、「ベースアッ
プ評価料」が新設されました。これら制度の創設や改正は、看護連盟と看護協会が連携
して活動してきた成果でもあります。
　2023年度日本看護連盟総会において、「石田まさひろ参議院議員」が次期参議院の
組織内候補予定者に決定いたしました。石田議員には看護職の処遇改善の実現に大い
に尽力していただきました。よりよい看護の実現に向けて、皆様のご理解、ご支援を賜
りますようよろしくお願い申し上げます。

看護職議員からのメッセージ



3

　文部科学副大臣に就任し、皆様のご支援をいただいてこその役割と信じて努力して
いる毎日です。一日3～4の委員会での答弁が前日に突然決まる事も多くまた政府三
役には、有事に備えて官邸から1時間以内で待機する“在京当番”の役割があり、地元
に帰ることも少なくなっています。
　「誰も取り残さない」教育を掲げ、医療的ケア児対応・不登校の課題・過疎地における
学校存続問題・地域に残る人材育成など今まで以上に現場を観、声を聴き取り組んで
参ります。
　看護職の活動もパンデミックや災害だけでなく、疾病の予防や重症化予防のための
健康づくりなど多様化、多機能化しているからこそ、看護の質・量の両面から提供体制
の確保が急務です。皆様と一緒に、私が国政でできる事を努力して参ります。

あべ 俊子
衆議院議員

　千葉県看護連盟の皆様にはご健勝のことと存じます。
　さて、自民党看護問題対策議員連盟では、前厚生労働大臣の加藤勝信（衆議院
岡山5区）会長のもと一丸となって、看護政策を充実すべく活動を続けています。
　国内外の情勢変化激しい中、次代に相応しい社会保障制度体系への移行を円
滑に進めるうえで、現場の皆様との連携は極めて重要です。これからも幅広くご意
見を伺い、皆様が直面する課題の解決に取り組みます。
　また自民党女性の生涯の健康ＰＴによる政策提言を盛り込んだ、いわゆる「女性
版骨太2024」が6月11日に閣議決定され、幸齢社会実現に向けた孤独孤立対策
を強化する政府方針も表明されました。
　皆様のさらなるご健勝を祈念しています。

たかがい 恵美子
衆議院議員

公益社団法人
千葉県看護協会
会長

増渕 美恵子

　今年も暑い日々が続き、体調管理が大変難しい季節を迎えております。
　寺口会長をはじめ連盟会員の皆様には、日頃より看護協会事業に対するご理解、ご支援
を賜り、心から感謝申し上げます。
　さて私こと、令和6年度千葉県看護協会定時総会におきまして、協会員の皆様のご承認
をいただき、会長に就任いたしました。今後も連盟との協力体制を強化しながら、『看護職
として働く、を支える』千葉県看護協会でありたいと考えておりますので、どうぞよろしくお
願い申し上げます。
　また先の日本看護協会通常総会では、日本看護連盟の髙原静子会長と石田まさひろ議
員がご登壇され、次年度の参議院選に向けての決意を述べられておりました。私たち看護
職がそれぞれの使命を果たすことができるよう、看護の代表として国政において活躍され
ますことを期待するとともに、貴連盟の益々のご発展を心より祈念申し上げます。
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2024年度日本看護連盟通常総会に参加して
　6月13日(木)日本看護連盟通常総会に代議員として参加しました。
　2024年度の活動方針、予算案などの報告があり承認されました。
　昨年に引き続き、石田まさひろ議員の決起大会があり、自民党国会議員より応援メ
ッセージがあり、石田議員からも熱く決意表明が語られました。
　真っ赤なタオルをこぶしに握り、青年部の若者の掛け声で熱い熱いガンバローコー

ルが響き渡りました。
　また、総会に引き続き会長・副会長・幹事長・支部
長合同会議が行われ、これからの我々の活動に対す
る説明がありました。とにかくコンプライアンスを守りながら熱く戦っていく、その
スタートが切られました。　　　　　　　　　　　　　　　 幹事長　松村 幸美

ポリナビワークショップ㏌千葉
～さあ、考えよう!私たちの未来を～
　第12回ポリナビワークショップがオークラ千葉ホテルで
開催されました。
　自民党千葉県看護問題対策議員連盟の鈴木ひろ子氏と田
中幸太郎氏、すみ隆仁氏をお招きして、グループワークに参加
していただき「日頃のケアから医療・看護の未来を考えよう
!」のテーマで意見交換をしました。また、小林鷹之衆議院議
員から「経済と医療政策」についての講演があり、現場の声を議員
のみなさまに知っていただく機会となったとともに、看護の未来に
つながる期待も込めた前向きなワークショップとなりました。
　また、未来の看護界のリーダーとして活躍が期待される看護
師の仲間づくりの場となりました。　　　　　　　 広報委員会

日本看護連盟全国青年部代表者ミーティングに参加して
　全国の青年部代表者が集まり、「看護の未来を創る」を大枠に1.地域
包括ケアシステム/切れ目のない支援、2.業務効率化に関する政策的な
支援、3.処遇の在り方に関すること、4.専門資格に関すること（専門、認
定、特定、NP等）、5.働き続けられる環境に関することの5つのテーマに
分けてグループワークを行いました。
　人口減少と共に人材確保が難しくなる一方平均寿命は高くなり、医療
の需要は高いまま推移していく。現在、働き方改革としてタスクシェア/シフトやDXによる業務のスマート化、特定行
為修了者の役割拡大、NPの法制化などが進められていますが、制度改正が現場におりるまでタイムラグが生じます。
2003年に始まった地域包括ケアも20年以上が経過しましたが2025年問題を目前に十分とは言えない状況です。
また新型コロナウイルス感染症もしかり大規模災害も多くなっている中で増々、医療従事者の役割が求められていく

ことは容易に想像できます。その中でも社
会のキーパーソンであると言っても過言で
はない看護師であるからこそ、政治・政策
に積極的に参画し5年、10年、それ以上先
の課題を考え議論していくことの意義を
改めて感じました。　青年部　濱野 恭佳
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役員会・総合役員会、選挙対策委員会報告
　2月10日、千葉県看護協会大研修室に於いて役員会・総合役員会、選挙対策委員会が開催されました。午前中の役員
会では、自民党が裏金問題に揺れる中、看護は政治とどのように向き合っていくべきか、役員・支部長等による率直な意
見交換がなされ、改めて今後もクリーンな政治を求めていくことが確認されました。
　これを受け、午後の選挙対策委員会では「正しい政治活動・選挙運動」をテーマに、
日本看護連盟の岡山幹事からレクチャーがあり、コンプライアンス（法令遵守）に対す
る理解を深めました。さらに、石田議員からの釈明も直接伺うことができました。
　今回の件で、政治と距離を置くことは簡単ですが、汚い
からといって、そのまま放っておけないのが看護職の性
（さが）なのかも知れません。窮地にある今だからこそ、政
治により一層関心を注ぎ、看護の声を届けようではありま
せんか。私たち看護連盟は、腐敗を決して許さないクリー
ンな政治を求めていきます。　　　　　 幹事 古山 陽一

ホームページをリニューアルしました！
　4月19日に開催された2024年度第1回役員会での決議に基づき、WEBサイトのリニューアル移転を行いました。
ねらいは、広報活動の活性化と運営経費の効率化です。その目的を達成するため、今後は業者に任せるのではなく、
広報委員にてWEBサイトの制作から更新等の全てを担うことにしました。もちろん、WEBサイトの
質は落としません。むしろ向上させ、かつ経費は大幅に効率化させます。全都道府県に先駆けた千葉
県の試みとして、このような好循環の創出に貢献したいと考えています。QRコードから、新WEBサイ
トを是非ご覧ください！ 千葉県看護連盟広報委員会

友納りおさんをお迎えして
　2024年3月9日（土）午前中は2023年度 第2回千葉県看護連盟会員代表者会、リーダー
セミナーⅡ、午後は千葉県看護協会・看護連盟合同研修会が千葉県看護協会にて開催されま
した。合同研修会には、友納りお参議院議員から活動報告と看護の未来を見据えてというテ
ーマで講演をいただきました。国会議員 看護師 弁護士 母親 妻などさまざまな立場から看
護職の明るい未来のために尽力してくださっている姿が目に浮かびました。　　広報委員会

2024年度千葉県看護連盟通常総会を終えて
　2024年7月4日（木）オークラ千葉ホテルにて千葉県看護連盟通常総会が開催されました。
　参加者は会員66名 役員14名 委任状2131名でした。 

　開会式では、ご臨席いただいた髙原静子日本看護連盟会長、増渕美恵子千葉県看護
協会会長、猪口邦子参議院議員、豊田敏郎参議院議員から能登半島沖地震で被害にあ
われた方々へのお悔やみのお言葉とともに、看護職の明る
い未来に向けての心強いメッセージをいただきました。
　石田昌宏参議院議員が急遽会場に駆けつけてくださり、
「看護職の賃金アップは看護連盟の力である」という言葉
とともに看護職の働き方改革についても熱く語っていただきました。

　総会は白井正枝様と北村敦子様が議長に決定し、議事は滞りなく進められすべての審議事項について承認されまし
た。また、これまで千葉県看護連盟活動を共にし、支えてくださった藤澤里子前会長をはじめ退任される役員、支部
長へ労いと感謝の気持ちを込めてバラ一輪とメッセージカードが授与されました。旧役員の「看護職に明るい未来
を」という熱い思いは寺口惠子新会長をはじめ新役員に託されました。　　　　　　　　　　  幹事　小駒 三千代
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　去る7月4日、2024年度の千葉県看護連盟通常総会をもちまして会長職を辞しました。
この5年間、新型コロナウィルスの発症や千葉県の水害等、災害に終始したと言っても過
言ではありませんでした。現場のひっ迫にどう対処したらよいのかと悩みました。
　看護職を守るには処遇改善を求めていくことが最善と考えを定め、国会議員、県会議員
へ法整備を求めての働きかけに努めました。処遇の一部は多くの皆さんとの協働により改
善したものの、まだまだ納得のいくものではありません。
　いつも心に刻んでいました。千葉県看護連盟のスローガン「届けよう　看護の声を!  私
たちの未来へ」を。新しく、千葉県看護協会の会長だった、寺口惠子氏が新会長になられた
ことはなんとも力強いことです。
　皆様、力不足でしたがご支援・ご協力ありがとうございました。

藤澤 里子

千葉県看護連盟の未来に向けて

　令和６年度の千葉県看護連盟通常総会で監事の承認受けました。３年間、監事として会
員の皆様よりお預かりした会費が運営計画に則り、適時適正に執行されているか、的確に
監査できる様努めます。
　多大な影響を被った新型コロナが５類に移行して1年3ヶ月が経ちます。移行しても現場
は日々、感染の増減に緊張が続いています。個々の頑張り、看護現場の業務量や責任の重
さに叶う処遇改善を目指し、千葉県看護連盟執行部の一員として“現場の声”を届けるた
めに役割を遂行してまいります。

監事
松丸 雪江

監事新任の抱負

　連盟の活動や、看護師に直結する政策などが見える化でき、看護師一人一人
がそこを応援したい、と思ってもらえるように考えていきたいと思います。微力
ではありますが、二期目もどうぞよろしくお願いいたします。

副会長　塚田 典子

副会長２期目の抱負

　看護連盟の活動とその収支について６年間、監査役として関わらせていただきました。
この数年はコロナによる活動自粛が求められ、さらには、毎年の会員数減少という現状の
中でも、会長以下役員の熱量は高く、様々な意見が飛び交っていたように思います。この
熱量が一人一人の職場に届くためにはどのような取り組みが効果的なのか、まだまだ力を
緩めることなく挑戦し続ける必要があります。
　千葉県で働く看護職が活き活きと働き続けられ、次世代の若者にとってきらきらと魅力
ある職業の一つとして選択できるような職業団体になる事を願っています。
　これからの看護職のさらなる活躍を微力ながら応援していきたいと思います。

佐瀬 けい子

退任のごあいさつ

新旧役員あいさつ
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あなたのかわいいペットをれんめい千葉で自慢しませんか？
ペットだけでなく料理や風景の写真なども募集しています。
メールアドレス：kanjichou01@kangorenmei-chiba.jp

●のあ君　犬種：ボストンテリア　年齢：5歳
　飼い主：賛助会員　佐藤 藍さん
ボールで遊ぶのが大好き♥です。

　海とスタバでおすまし! !

みんなをみんなを元気元気に
するする広場広場

みんなを元気に
する広場

COLUMN

「ペット編」「ペット編」

　看護師になり50年、連盟活動も25年が過ぎました。その間６人の代表議員の選挙に関
わりました。ただ、看護職の働きがいのある、魅力ある職場。これから続く看護職の未来が
明るいものであって欲しい、と一人でも多くの看護職に連盟を知って欲しく活動してきま
したがなかなか思いは届かないことが多かったです。
　今後は、具体的に連盟の活動のメリット・代表議員の功績である夜間看護手当の支給、
看護の日の制定などを挙げて理解につなげたい。
　今の最大の目標は、次回選挙に代表議員の3期目に向けての仲間づくりです。

幹事
大木 百合子

幹事3期目の抱負

　千葉県看護連盟役員3期目を務めさせて頂きます。役員前の青年部活動から役員と
して広報委員や教育委員を経験し、様々な連盟活動に取り組みました。しかし、新型コロ
ナ感染症の影響で、人との接触を控え、対面研修開催や参加者の減少が生じ、更にマス
ク等により表情が伺い難く、交流制限により他県との関わりも減少、ほぼ無い期間を過
ごしてきました。どこの都道府県においても、連盟会員増・連盟活動強化を目標に活動し
てきましたが、想像以上に連盟活動を広報・拡大することは困難であったと思います。今
後、県内外での連盟活動が少しでも活発に取り組めることを期待して、教育委員として
のリーダー研修やポリナビ研修会を、青年部担当として若手研修会を、企画・サポートし
つつ、様々な連盟会員との交流を深め、千葉県看護連盟活動に貢献できるよう微力なが
ら活動出来ればと思います。

幹事
宮内 武利

幹事3期目の抱負

　千葉県で8,800人の看護職が不足すると推計された2025年が来年に迫っています。
これからの激動の少子超高齢社会の医療・看護を支えていく看護職の皆さまが、安全にそ
して安心して働けるように、職場環境や処遇の改善の実現に微力ながら尽力していきたい
と思います。
　諸先輩方が、看護職の職能団体である「看護協会・看護連盟」を創設し、様々な功績を遺
してくださいました。私たちも後進の方々に、「看護協会・看護連盟」があって良かったと思
えるように、バトンを繋いでいきましょう。
　そして、看護職は「きつい・きたない・きけん」という３Ｋの代表と言われてきましたが、看
護実践をとおして看護の３Kは「希望・感動・絆」でもあると実感でき皆さまが遣り甲斐を
もって働き続けられることを願っております。

監事
長谷川 美穂

監事2期目の抱負
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毎日暑い日が続いていますが、みなさま
いかがお過ごしでしょうか。まだまだ残暑が続きます。
鋭気を養って乗り切りましょう。
新体制でスタートした千葉県看護連盟も
元気いっぱい活動を続けてまいります。 広報委員会

2,321名

I N F O R M A T I O N

現会員数

2,550名！！会員目標

2024年度会員募集2024年度会員募集
「現場の声」をお聞かせください

登録して情報をgetしよう！

LINEアンフィニ∞
（日本看護連盟のコミュニティサイト）

友だち追加をお願いします
リッチメニューから　　をタップ！

日本看護連盟

友だち追加

　

●会員・賛助会員受付中！ ●

現場の声を合わせて看護の問題を
共に解決していきましょう！

組織力強化のために
あなたの力が必要です

来年は第27回参議院議員選挙です。
千葉県看護連盟は私たちの看護の未来の
ために看護職域代表を応援しています！！

看護の「現場の声」を国政に反映させるため、
看護連盟会員の皆さまのご意見をお寄せください。


